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〔パネルディスカッション報告〕
文科系初級情報教育への提言と模索
文学部土田昭司
　明治大学情報科学センターでは，公開パネルディスカッション，「文科系初級情報教育への提言と模索1
を，11月21日（土）13：00より，明治大学和泉校舎・第一会議室において主催した。
　このパネルディスカッションは，文科系の大学生に対する初級情報教育はどのようにあるべきかを検
討するために企画された。
　パネルディスカッションは2部構成をと））　t第1部では「文科系初級情報教育への提言」として実業
界において活躍なされている方々から大学における文科系初級情報教育についての提言を発表していた
だいた。第2部では「情報教育の実践報告」として実際に明治大学においてコンピュータ概論という初
級情報教育を担当されている教員の方々に教育の実践報告を発表していただいた．
　当日は，情報科学センター副所長（和泉地区担当）中村孔一先生による開会の挨拶のあと，教務部長
橋本和美先生，情報科学センター向殿政男先生からのご挨拶があり，約4時間30分にわたって活発な発
表と討論が行われた．
　パネラーとして発表していただいた方々は，以下の7名である．
第1部　文科系初級情報教育への提言
　　鳥井弘之　　（日本経済新聞社　論説委員）
　　神津陽一　（システム・プロデューサ・アソシエイツ　代表取締役社長）
　　福田昭和　　（富士通株式会社　第6システム統括部）
第2部　情報教育の実践報告
　　戸田慎一　　（東洋大学　社会学部）
　　小沢和浩　　（法政大学　経済学部）
　　加納敬（東京水産大学水産学部）
　　阪井和男　　（明治大学　法学部）
　なを本報告は，録音テープの紛失という記録の不備のため，パネラーの発表のみをまとめたものとな
り，フロアーを交えた討論については割愛せざるをえなかった．また，一部のパネラーの発表は当日配
布された資料に主にもとついた要旨とせざるをえなかった．パネラーをはじめパネルディスカッション
に積極的に参加された方々に深く詫びするとともに，本報告の文責が土田にあることを明記する．
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［第1部　文科系初級情報教育への提言］
●司　会
　私はこの第1部の司会やらさせていただきます明治大学法学部の阪井と申します．第1部でバネ
ラーになっていただく諸先生方の，簡単に経歴等を簡単に紹介させていただきたいと思います．
　まず始あに，日本経済新聞社論説員の鳥井弘之様です．鳥井様は主として科学技術に関係するエ
キスパートとしてながくご活躍しておられます．現在は論説員の他に，日経産業消費研究所の産業
研究部の研究部長を兼任されておられます．
　次に，システムプロジューサーアソシエイッの神津陽一様です．神津様は大手ソフトハウスにて
汎用機のオペレーターから始められまして，プログラマーSE，それからソフト工学の研究から情
報処理技術者の教育に至るまで幅広くご経験をされた後にソフト会社を経営なされまして，現在で
はシステム商品のプロジューサーかつ株式会社プロジューサーアソシエイッの代表としてご活躍で
ございます．
　最後に福田昭和様です．福田様株式会社富士通のシステム本部，第6システム統括部に所属して
おいでです．富士通に入られましてすぐに，ファコムハイタックという組織で，ながらくフィール
ドSEとして，主として文教関係のお客さま相手に豊富な経験をっんでおいでです．特に最近は教
育システム等の開発に大変力を注がれております．
●鳥　居
　最初に申しあげたいことは，どうも技術屋さんが見る技術と，社会が見る技術っていうのは，え
らいかけ離れているじゃないかっていうことです．私自身技術屋の出身でございますので，反省も
含めてなんですが情報化という社会の現象は，どうして起こったのかっていうと，実は，マイクロ
プロセッサーをはじめその技術が，社会にものすごく力強く突き付けた一っの流れだろうという感じ
がするわけです．それでは技術屋が考える技術っていうのはどういうものかっていうのを一つ簡単
にお話しをさせていただきたい．
　マイクロマシーンというのが最近たいへんなはやりでございます．ご存じでない方もあるかと思
いますが，例のシリコンチップをっくるリソグラフィーの技術みたいなものを使いましてですね，
大きさが1ミクロンのモーターであるとか，歯車がっくれるようになったわけですね．で，そうい
う機械部品を使って，なんかちっちゃいロボットみたいなものをっくろうじゃないかという動きが，
1985年ぐらいにアメリカでおこって，最近は日本でも通産省が大型プロジェクトで取り上げている
わけです．技術屋さんにはそれはもうたいへん面白い世界でして，小さくなりますとね，ほとんど
重力がきかない世界なんですね，たとえばそういうもので戦車みたいなものをっくって坂を昇らせ
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ようとしますと，この場合，車っけたんじゃ昇らないわけですね，重力がないんですから摩擦がな
くて．そういうような面白い現象がおこる世界ですから，「これはいい．これはいい．」とたいへ
ん張り切っておられるわけですね．そこで，そのような機械にどのような効能があるのかと聞きま
すと，たとえば，この壁の中にもパイプがいっぱい入ってるわけですが，そのパイプの中だって，
そういう小さな機械を使えば外から壊さなくても中からゴソゴソと入って，そのなかのいろんな漏
れだとかなんだとか直せるじゃないか．もっと考えたら人間の体の中に血管から入っていったら，
例のミクロの映画みたいに治療ができるじゃないか，というこう言うわけです．私，これを聞いて，
「えっ」と思ったわけですね．これは技術屋の発想だと，いいことばっかり言うと．パイプの中か
らこういう，建物の中に侵入するってことは見えないってことなんですね．だれが見えないのを一
番喜ぶか．もし，修理をするのならこれはいいことなんですね．外から直したって，だれも文句言
わないわけですね．だけど，中からじゃないとできないことをいちばん考えるのは一体誰なのかと
いうと，それは泥棒だったり，テロリストだったりするわけですね．考えて見てください，数ミク
ロンの機械がいろんなことができるとなると，これが，この部屋の中にいて皆さんが寝静まったこ
ろ，ボソボソっと出てきてですね，ピュビュッと針でも刺したらですね，これどうやって発見する
んだといったら発見できないのです．犯罪にっかったらものすごくいい道具になるわけですね．こ
れは，スパイが暗殺を実行するにもたいへんいい機械になる．ところが，技術屋さんはそういうこ
とをまったく考えないんですね．いいことばっかり考える．「マイクロマシンはいいんだいいんだ．
」と私は新聞記者ですから，「いや，マイクロマシンはもしかすると社会を壊す」って言い張るわ
けでございます．このように，どうも社会から見ると技術ってのは必ずいろいろ警戒しなくちゃな
んないところがあるんですね．ところが技術屋さんの方は，自分がうまく研究費をもらえて研究が
できれば，こんな幸せなことはないってんで好き勝手やるわけですね．このへんが実は情報化の中
にもたくさんあるんではないかという感じが強いわけでございます，
　そこで，2番目には，技術屋が描いた情報化社会の幻想という話をさせていただきたい．
　昔は私も情報産業を担当したことがございますんで，当時はよく新聞にウソ八百書いたなと思っ
ているわけです．「情報化社会は情報の流通がきわめて良好だから，非常に公正な社会になる」と
かですね．「情報化社会になるとどこの地方にいてもだいたい同じ情報が一挙に得られるわけだか
ら，地方分散化できる」とかですね，そういういかにもおためごかしのうまくいきそうな話を実は
私も書いたし，技術屋さんも言った．特に一番このなかで悪いのは，NTTの副総裁をした北原さ
んという人がですね，INSとかいう絵に書いた餅みたいなことを言って，私どもも乗せられたわけ
です．ここで，ちょっと考えて振り返って考えてみたいんですね．情報社会だから，じゃあ情報が
本当に貴重になったのか．産業革命を考えていただきたいと思うんですね．産業革命，多くの方は
ワップの蒸気機関を思い出されるでしょうが，産業革命には製鉄の技術の確立というのもたいへん
大きな引き金になっておりますね．じゃ，産業革命で鉄を上手に作れるようになって，鉄が貴重に
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なったのか．そうじゃないですね．安く使えるようになった，だれでも使えるようになった．鉄が
あるのが当たり前になったわけですね．それでは，情報化社会が起こったらどうなるのか，決して
情報が貴重になるわけないんですね．産業革命とのアナロジーで考えれば．どういうことが起こる
のかといえば，情報が安くなる．っまり，情報化社会になったから情報が貴重になるというのはウ
ソでございます．
　昔，全国を回ってたアメ売りとか，富山の薬売り屋さんなどは，大名のところに行くと歓迎され
ました．なぜ歓迎されたのかと言うと，全国を回ってきて他の人が知らない情報を知っていたから
なんですね．現代では，富山の薬売り屋さんが「あそこで見たらこうだよ．」と日本の総理大臣の
ところにいっても，絶対に歓迎されないわけですね．っまり，「情報が一般に手に入るようになっ
たから貴重でなくなった」というのが，情報化社会の本質なんだろうという感じがします．っまり，
もうちょっと今流にいいますと，情報ギャップがなくなるということが情報化社会の本質だろうと
いうふうに考えています．ですから「情報化社会になると情報が貴重になるよ，商品になるよ」と
いうのは嘘なのです．たしかに今商品になっている「情報」がありますがその「情報」には相当お
かしなところがあります．たとえば私どもも日経テレコムというデータベースを売っているのです
が，あれでは，昔通り紙で配る方がずっと安いんですね．一時間も日経テレコムをっけっぱなしに
すると，まあ，一ヵ月分の新聞代ぐらいとられるわけですね．これはやはりおかしい，情報革命が
まだ起こってないんだと考えてもいいわけですが，ともかく必ずしも情報革命がきちんと進展して
るわけじゃないんだけれど，本当に情報革命が進展したら必ずや情報が貴重でなくなるというのが
基本だろうと考えます．
　逆に昔は，ロスチャイルドが，ナポレオン戦争が終わったあと，その情報をいち早く手に入れて
今にも続く大きな富を築きました．昔は情報が貴重だったから，情報がビジネスの決め手だったん
ですね．今はどうかって言うと、世界で何が起こっているかテレビで全部中継しているわけですか
ら，そんなものは全然商売の決め手にならないわけです。もし，知らない人がいたら，それはもう
社会人として認められない，こういう状況になるわけでございます．っまり，　「情報化社会になっ
たら情報がビジネスの決め手になる」これも嘘でございます．みんなが同じ情報を知っているんだっ
たら，ビジネスの決め手になるのは，行動力でございます．たくさんのお金を持っていたヤッが勝
っのです．早く動いたヤッが勝っわけですし，さらには，パワーを持ってた，権力を持ってたヤツ
のが勝つ，これは当たり前でございます．っまり，情報化社会ではやっぱり資本力の強い方が勝っ
よと，こう言う話になるではないかと思います．
　さて，それでも人間ってのは，人よりたくさんいろいろなこと知ってたらとても優越感が得られ
るわけでございます，なんとか他の入との間に情報ギャップをっくろうとするわけですね．そこで，
どうやって情報ギャップをっくるかていうと，かっては問題にならなかったようなより小さな情報
ギャップというのを人々が求めだすわけですね。そういう情報ギャップというのは，どうやって得
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られるかっていえば，フェイス・トウ・フェイスであったりですね，現場に立ち合ったりして得
られるわけですね．しかも，それを早くやらなくちゃいかんわけです．そうすると地方にいたんじゃ，
そんなことはできないわけですから，情報化社会で情報ギャップをつくりたいたあに人々は東京に
集まろうとするわけですね．っまり情報化社会は地方分散化を推進するってのは，これも嘘でござ
いますね．情報化社会になればなるほど東京に集中するに決まっているわけでございます．
　さて，もう一っ，話題を申し上げたい．湾岸戦争のときに海鳥が油まみれになって溺れていると
いう報道がありました．あの映像でもう「フセインは悪いヤッだ」って世界中が決めたわけですが，
あれはよく考えてみますと，あの映像はフセインが流した油のなかへ海鳥が溺れてたということに
なっているわけですが，あれはもしかすると，本当の話はアメリカの爆撃で流れた油に，海鳥が浮
いてたとも考えられます．もっといえばアメリカの兵隊が海にバッと油を流して海鳥をポッと投げ
入れてそれでこう撮ったら同じ写真が撮れるわけでございます．つまり，情報化社会というのは情
報がバーッといくわけですけれど，疑似体験が非常に多くなってくることによってですね，いくら
でも人をだませる社会でございます．っまり，「情報化社会になると非常に社会が公正になる」こ
れもまた嘘でございます．情報化社会っていうのは，ますます不公正が多くなる社会だろうとこう
いう感じがするわけでございます．
　さて，だけど，技術屋はですね，情報化社会は理想的な社会だってずっと言ってきたし，我々も
そう書いたって先程も申し上げたとおりでございます．さて，そこで，情報化社会にっいてですね，
技術屋ばかりが考えるのはたいへん危険ではないかというのが，私の申し上げたいところでござい
ます．っまり，社会学や人文科学というところからのアプローチを非常にしっかりとしていただか
ないと，情報化社会を健全にすることはどうもできないのではないか．っまり，情報化が進展する
ということは，社会的にどういう意味があるのか，人間にどういうインパクトがあるのかというこ
とをそのような専門家の方から是非お考えいただきたいというのが私の希望でございます．
　情報教育，先ほどからもう，　「これはコンピュータの教育じゃないんだ」という，∫人間と情報
の関わりなんだ」というお話ができて，私たいへん安心しているわけですが，まさに私もコンピー
タの使い方を教えるのが情報教育だとは全然思わないわけです．私最近考えてますのは，社会が健
全に動くためには，情報のネットワーク，それも確かに必要でしょう．だけど，情報のネットワー
ク，人間のネットワーク，それから物のネットワーク，もう一っエネルギーのネットワーク入れて
もいいかもしれませんが，これらすべてのネットワークのバランスがきちんととれてる社会こそが
いい社会なんじゃないかと考えるわけです．現代の日本は，情報のネットワークが行き過ぎている，
先に進みすぎている，逆に言えば，人のネットワークだとか，物のネットワークってのが，たいへ
ん遅れている社会ではないかという感じがします．たとえば，私家へ帰りまして，「今日はどっか
の何とか地方の地酒が飲みたい」と思ったとします．注文はコンピュータですぐにできるんですね．
しかし来るのは一週間後なのです．こんなバカな話があるか．っまり，ネットワークバランスが崩
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れているわけです．逆に情報ネットワークが悪くたってですね，たとえば北朝鮮を歩いてみますと
ね，そんなにみんな不幸な顔して歩いているわけじゃないですね，我々から見たらあれは不幸に見
えますけども，なぜかというとね，彼らは自転車でしか動かない．だから情報もその範囲でしか手
に入れてない．ネットワークバランスがとられているから，それなりに幸せだということです．東
欧ソ連が崩れたのもやっぱりネットワークバランスが崩れたからではないかなという感じがしてお
ります．そういう意味で，是非情報化社会っていうのがどうあるべきかってことを考える手がかり
みたいなものをですね，社会系の方，人文系の方にですね，若いうちから是非，たたきこんでいた
だきたいなというのが，私の提言でございます．以上でございます．
●神津
　神津です．私はソフト屋です．時代は変わったということなんですけども，これは私が申すまで
もなくて日本の場合，世の中，特に経済環境が大きく変わっていると思うんですが，その中でも特
に変わってますのがソフト産業でして，っい先ほどまではもう21世紀の先端産業だとか，21世紀を
支える産業だと言われてたのが，今はもう不況産業で日本の足を引っ張っているんじゃないかとい
うようなことを言われてます．
　もともと，みなさんご承知のようにソフト産業というのは，固定費が非常に高い業界でして，つ
まり人件費が高いんですね．ですから，常に100m疾走で走ってないとすぐパタッと倒れてしまう
のです．ところが，今100mで走らせてくれなくて，歩けとかですね，たまには寝てうとかこう言
われるもんですから，そうすると，もう寝てる間のお金がなくなってしまうということで非常にみ
んな苦しい思いをしているんじゃないかと思います．日本の情報社会は構造的な問題をかかえてま
して，まさにその日本の情報社会の構造的な問題がソフト産業の中にまずあるのではないかと思い
ます．
　第3次コンピュータ革命ということが言われています．これは，コンピュータのコスト・パフォー
マンスが劇的に向上したことをいいます．具体的には例えば，486DXの2の66メガヘルッで，1
ギガのハードディスクがっいたパソコンが，なんと68万8千円で売られています．知っている人は
びっくりするということなんですが，66メガヘルッの486のパソコンといいますとですね，だいた
い50ミップスというふうに言われてます．ミップスというのはコンピュータの速さを表すものなの
ですが，今，たとえばIBMの超大型機で，　IBM－ES　90221の640というのがあるんですが，これ
は，91ミップスというふうに言われています．このIBMの超大型機を買うのがいくらかといいま
すと，だいたい16億円します．っまり，その半分のミップスの性能のパソコンが68万円で買えると
いうですね．ですから，1ミップスあたり，いくらかということをもう一度計算しなおしてみます
と，IBMの場合は1ミップスあたり2000万円かかるんですけれども，パソコンの場合は1ミップ
スあたり2万円というですね，こういうふうになっています．
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　この第3次コンピュータ革命では経済的な要因がよく言われているのですが，私は第3次コンピュー
タ革命には，もっと本質的な3っの要因があるように思います．1っは，ダウンサイジング，2っ
目は，オープン・アーキテクチャ．3つ目がエンド・ユーザー・コンピューティング，この3っで
す．
　ダウンサイジングというのは今，申し上げましたように従来大型機じゃないとできないと思われ
ていたものが，パソコンでもできるようになったこと．そして価格的にも，もう十分の一とか百分
の一の価格でできるということです．
　2番目のオープンアイテクチャーということですが，従来の大型コンピュータの場合，ある一つ
のメーカーを採用すると，別のメーカーの機械に変更することが難しくなってしまうという囲い込
みの構造がありました．その囲い込みの戦略の中に，非互換文化というのがありましてですね．自
分の文化の中にはいってきたら，ほかの文化のほうに行っちゃいけませんよ．と，東ヨーロッパみ
たいなもんでですね．そういうのが崩壊してきたってのが，オープンアイキテクチャーじゃないか
と思います．つまり技術の民主化，コンピュータ技術の民主化が始まった．たとえば，セレブロ社っ
ていうのがありまして，この店先にはパーッが並んでるのですが「このディスプレーとこのフロッ
ピーディスクとこのハードディスクとこのCPUあわせて1台のコンピュータを作ってくれ」って
言えば2時間後に「はいできました」と持ってきてくれるところらしいんです．ですから，だれで
ももうコンピュータってのは，つくれるようになってきているのです．だから，それだけまた，い
ろいろな産業の可能性も増えているわけですけども．ですから今までのようにですね，私だけの文
化じゃないんだというふうになってきているということだと思います．
　最後はエンド・ユーザー・コンピューティングということですが，先ほどの鳥居先生のお話にも
ありましたけれども，専門家の物からいわゆる大衆の物へというですね，文化自体がですね，専門
家文化からみんなの文化になってきている，ということがエンド・ユーザー・コンピューティング
だと思います．特にですね，パソコンというのは，非常に大きなCPUパワーをもってますね．先
ほどのように，超大型機の半分のCPUパワーを持ってて，これがあと2，3年するとですね100
ミップスというですね，そういうのも備えたようなパソコンがでてくるわけですけれども，それで
は一体そのCPUパワーを何に使うんだ．という議論になりますね．そんなに早いCPUをですね，
パソコンに乗せてどうするんだ．これは実はですね，ユーザー・インターフェイスの向上に全部使
われるようになってくる．つまり，使いやすいパソコンはCPUパワーをどんどん必要とするし，
どんどんメモリが必要になるし，どんどんディスクがいるようになってくると，いうことだと思う
んですね．だから，今までのように，中央集権型の大きなCPUが真ん中にドーンとあって，そこ
にタコ足でもってネットワークがっながっていて，いわゆるダム端末という，何も考えない端末が
ついているといる文化では，ユーザーが満足できるだけのユーザー・インターフェイスを提供する
ことはできなかったということですね．それが，パソコンになってですね，パソコン自体がCPU，
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っまり頭を持っことによって，ユーザーが満足できる．いわゆるインターフェイスを提供できるよ
うになってきたということだと思います．ですから，パソコンがどんどんこれからも発展していくっ
てことは，ユーザー・インターフェイスがどんどん上がってくるということ，ということはイコー
ル，パソコンを使う人だちがどんどんまた増えていくだろうということだと思います．
　そうなってくるといったい，これから何が一番問題になってくるんだろうと言いますと，今まで
専門家文化だったものが，民主化して大衆化してみんなの文化になるのはいいんですね，素人の方，
あるいは，それを使う人たちがですね，責任をもたなければならなくなってくるんじゃないかと思
います．たとえば，ローカルネットワークを使ったアプリケーションシステムを開発するっていう
ことになると，今までの場合は，計算センターにSEが来てですね，計算センター側が「こういう
ふうにやってくれればいいんだよ」と漠然とした話をして，そうするとSEがですね，なんとか四
苦八苦しながらやってくれたと思うんです．それで，うまくいかなければ，そのSEのせいにして
ですね，「アイッら全然現場のことわかってないな」とこういうふうに言ってですね，「ココなお
してくれ，アレなおしてくれ」って言えたと思、うんですが，これからたとえば，そういうローカル
ネットワークのアプリケーションなんかを作るようになりますと，自分たちがですね技術者と直接
話をしなきゃいけなくなってくる．そして，その作られたモノに対して，文句いうと，自分に跳ね
返ってきてしまうということになってくるんじゃないか．それが当たり前になってくるんじゃない
かというような気がします．ですから，そういう時にですね，いったい何をバックボーンとしてもっ
てなきゃいけないのか．これが，今日のこういう文系の初級情報処理教育をどうすればいいのかなっ
ていうことの大きなテーマになってんじゃないかなっていう気がするわけです．
　ですけど，技術ってのはですね，すぐに陳腐化するということで，情報，ソフト産業が今，勢い
がなくなりっっあるというのも，占い技術にしがみっいて新しい技術になかなか乗り越えることが
できないのでこういう状態に陥っていることもあると思うんです．技術ってのは，必ず陳腐化する
んですね．でも，その時お金になる技術というのは，具体的な技術じゃないとダメだということだ
と思うんですね．何でもできますってことは，何にもできないってことですから，そういう人たち
は，ノウハウ料は払わないで，マンパワーのお金しか払わない．だから，それ以上のもの払う場合
には，技術っていうものにラベルがっくんですけど，でも，それは陳腐化する．逆にいうと，10年
経ったらですね，その技術者の人はもう食えなくなちゃケってことだと思うんです．だから，それ
にどういうふうに対処していくのかな，というふうなこと．まあ，これは非常に大きな問題で，私
どもの場合には生活がかかってますから，一番考えていかなきゃいけないんです．
　そう考えてきてですね，いったい今何が一番問題なのかなって考えてきますと，たとえばこうい
う相談受けるんですね．大きなソフトハウスで，人が余っちゃった．100人今余っているんだと。
100人余っているから，この100人でですね，どうせ余っているんだったらなんかっくらせたいと．
で，ソフトパッケージっくったらいいんじゃないかと．たとえば，一太郎がダメなら二太郎とか三
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太郎とかそういうのっくればですね，これで大儲けできるじゃないかと，ひとっあたればとか言っ
てですね，っくり始めるんですけど，何をっくったらいいかわからない．ここなんじゃないかと思
います．今っくれる人は，世の中にたくさんいるんですね．あの，銀座あたりで石投げるとですね，
必ずコンピュータの技術持った人にぶっかるぐらいですから．けれども，何をっくったらいいかわ
かんない．これは必ずしもコンピュータにかぎらないんじゃないかなっていう気がしますね．よく
How　to　do．とWhat　to　do．というふうに言いますけれども．残念ながらですね，ソフト開発業界
というのは，やっぱりHowtodo。の世界ですね．何をっくりたいのかまず明らかにしなさいとい
うところからスタートしてですね，じゃあどういうふうにっくりましょうかというようになるため
には，What　to　do．を考える人をたくさん養成するのがいいと思います．こういうのは，本当にク
リエイティブな能力の持った人たちじゃないとダメだと思うんですけども，そういう能力の持った
人をどういうふうに，教育していくのか，あるいは育てていくのか．こういうのは教育できるもん
じゃないというお話もあるかもしれませんけども．ですから，このへんのところを皆さんでお話し
て，いろいろやられていかれたらいいんじゃないかというふうに思います．
●福　田
　株式会社富士通，システム本部の福田でございます．私は富士通に入社して以来フィールドSE
として，大学などの文教関係のお客様のサポートや，教育支援システムの開発に従事して参りまし
た．このような立場にある人間でございますから，本日は，「教育事業からみた情報教育のあり方」
ということでお話しをさせていただきたいと思います．
＜（福田昭和氏発表要旨）＞
1．今，情報教育として何が教えられているのか？
　フィールドSEの立場から，顧客である大学などの教育現場で，情報教育と称して何が教えられ
ているのかについて，教育現場を理工系と文科系に分けてコメントがあった．
ll．コンピュータを教えるのか？コンピュータの活用法を教えるのか？
　現在，教育現場では，言語，ワープロ，表計算，データベースなどが情報教育として教えられて
いるようである．ここで問題に思うのは，それらを何のためとして教えているのかという点にっい
て混乱があるのではないかということである．っまり，情報教育において，コンピュータというも
のが一体どういうものなのかを教えようとしているのか，それとも，コンピュータという便利な道
具の活用法を教えようとしているのか，に混乱があるように思えるのである．
皿．道具としてのコンピュータではいけないのか？
　教育事業という観点にたっと，情報教育は「道具としてのコンピュータ」を教えることでよいの
ではないかと考える．っまり，教育事業にとっては，情報教育とはコンピュータの活用法を教える
ことであると考えてよいのではないかと思う．
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1V．情報活用能力を養う教育を…
　コンピュータの活用法を教えることによって，情報活用能力を養う教育が今後一層なされていく
ことを期待する．
［第2部　情報教育の実践報告］
●司　会
　私は第2部の司会をやらせていただきます明治大学文学部の土田と申します．ます始めに，第2
部でパネラーをお願いいたしました先生方を簡単に紹介させていただきます．
　第2部のパネラーの方々は，明治大学におきまして「コンピュータ概論」という初級情報教育を
担当なさっていらっしゃる先生方でございます．普段ご意見をお聞かせいただく機会が比較的に少
ない先生方からお話しをうかがいたいという希望がございまして，あえて，非常勤という立場でコ
ンピュータ概論を担当して下さっている先生方を中心にパネラーをお願いいたしました．明治大学
には駿河台，和泉，生田と3っのキャンパスがございますが，それぞれのキャンパスから1名づっ
非常勤の先生方においでいただきました．
　まず最初にご紹介させていただきますのは，戸田慎一先生でございます．戸田先生は和泉キャン
パスにおきましてコンピュータ概論を担当していらっしゃいますが，図書館情報学がご専門の先生
でございます．
　次に，小沢和浩先生をご紹介いたします．小沢先生は駿河台キャンパスにおきましてコンピュー
タ概論を担当していらっしゃいますが，ファジィ理論がご専門の先生でございます．
　そのお隣が，加納敬先生でございます．加納先生は生田キャンパスにおきましてコンピュータ概
論を担当していらっしゃいますが，水利学がご専門の先生でございます．
　最後になりましたが，阪井和男先生をご紹介いたします．阪井先生は今回唯一の専任の先生でご
ざいまして，第1部の司会をいたしました．物理学がご専門の先生でございます．
●戸　田
　戸田でございます．ただ今ご紹介いただきましたように，私は和泉キャンパスにおきましてコン
ピュータ概論を担当いたしております．
〈（戸田慎一氏発表要旨）〉
　担当科目であるコンピュータ概論では，私は，文学作品や哲学的著作等のテキスト分析に必要な
テキスト処理の基礎技術を理解するためのプログラミング実習を中心として教えている．プログラ
ミング言語としては，主として，パターンマッチの機能が豊富でテーブルやポインタが容易に使え，
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テキスト処理言語として長く使われてきたSNOBOL　4を用いている．
1．「文科系1というくくり方に問題はないか？
　例えば文学部という1っの学部をとりあげてみても，文学，心理学，社会学，歴史学といったそ
れぞれの専門でどのようなかたちでコンピュータを利用しているか考えてみると，テキスト処理，
多変量解析，統計処理，画像処理等々，かなり違いがあるはずである．初級教育とはいえ，これら
を十把一絡げに「文科系」ということで同じことを学習することがよいのだろうか．
II．専門教育，専攻との関係を深めるべきではないか？
　大学の一般教育は専門教育の基礎として位置づけられるべきものと考えられるが，3，4年生が
専門教育のなかでコンピュータをどのようなかたちで利用することになるのかということを十分に
把握せずにカリキュラムを作っている．どのような基礎知識を求めているのか，専門教育担当者の
側からもっと積極的に具体的な要求を出してもらえるとよいのではないだろうか．
皿．情報源としてのコンピュータネットワークを重視すべきでないか？
　Internetのネットワーク環境が充実，普及し，アカデミック・ネットワークは，印刷物と共に，
学術情報流通メディアとしての重要性を急速に高めている．電子メールは当然のこと，リモート・
ログインやファイル転送で利用できる資源としてテキスト・データが急増しており，いわゆる文科
系の研究においてもこれらが重要な情報源となってきた．文科系共通の情報教育において，このよ
うなネットワーク資源の利用教育を最優先すべきではないか．
●小沢
　法政大学経済学部の小沢といいます．私は経済学部に属してるんですけれども，出身の方は工学
部です．それで，明治大学さんの方では今年4月から駿河台の方で非常勤としてコンピュータ概論
を担当させていただいております．それで実践報告ということなんですけど，いきなり1年目の私
がこんなところに出てくるもまだ早いんじゃないかなという気がしてますけども，やってることを
簡単にお話ししてその後，情報交換の場として，私が所属しています法政大学経済学部の方の情報
処理環境と，その内容を紹介してみたいと思います．
　まず，前半のコンピュータ概論の方なんですが，私はですね，今年はベーシックをしっかりやっ
てやろうと，意気込んで始めたところですけれども，後半になってアプリケーションのソフトもちょっ
とやろうかななんて浮気心も出て来ています．以前に5年ぐらい前なんですけど，いま所属してお
ります法政大学の学部は違うんですが，経営学部というところで実は頼まれて，　「ベーシックを教
えて下さい」ということでインストラクターという名前だったと思うんですが，それをやらせてい
ただいたことがあります．その時に感じたことはですね，当時は情報処理の教育環境も非常に貧弱
でしてPC98Fとかいう機械だったと思うんですが，それが二人に一台．それに当然教室内のネッ
トワークその他も全くありませんで，TAの方二人と，誰がTAで誰が先生かわかんなくなるぐら
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いアッチコッチ駆け回って，ベーシックを教えた記憶があります．で，その時にはテキストその他
は全く指定しないで，基本的な操作方から始めて，自分で毎回例題を用意してやってたんですけれ
ども，どうにも収拾がっかなくなりまして，今年明治大学さんに迷惑かけちゃいけないなと思いま
して，テキストの方を指定することにいたしました．ベーシックを徹底的にやろうと，まず，この
テキストに入る前にですね計算機の話，最初にいいましたけど，私，工学系出身なもんですから計
算機のしくみを簡単に話そうかなと思うんですけど，どうしても詳しくなってしまって，二回ぐら
い全く実習ナシでお話だけというのをやったんですが，だいぶ視聴率が落ちて来まして，来年から
はやめようと思ってます．あとは，その次以降実際の実習室の機械の触り方ですね，計算機のメニュー
画面の使い方その他ぐらいを教えて，その後に，このテキストをやりました．5月中旬ぐらいから
テキストに入ればと思いますけれども，で，意気込んで始めたんですが，なんとこれ200ページぐ
らいあったと思うんですけど，このテキストが先週ぐらいで終わってしまいました．それでも，か
なりじっくり，ゆっくりやってるっもりです．で，いまちょっと悩んでるんですけども，表計算の
ソフト，アシストカルトですか，インストールされてるのがありますけど，そちらの方を使ってやっ
てみょうかなと，ま，入門編ですね，それをやってみょうかなと思ってます．このベーシックの方
の内容ですけれども，これはもうほとんど完壁なものでして，このテキストの最初の一章は，テキ
スト使う前とダブッてますけれども，ベーシックの機動方法その他細かいの，ベーシックの文法そ
の他ってのはこの第四章がメインなんですけれども，ここが一番時間がかかりました．三ヵ月，四
ヵ月ぐらいと思いますけれども，その後，ボクが所属している法政の経済学部で，やはり同じよう
な情報処理関係の実習科目で，ようするに統計処理その他をやれやれとうるさく言われて，そのへ
んも簡単にですけど単回帰ぐらいしかやってないですが，ちょっと話もしました．あとは，昔五年
ぐらい前に法政の経営学部でやったときには，大体内容は同じなんですが，このグラフィックスの
部分がですね，好きな絵をかかせてみようと，やらせると非常に昔は授業が盛り上がったような気
がするんですが，最近の学生は計算機にだいぶ慣れて入ってくる人も何人かいるみたいで，このグ
ラフィックスのところをやってるときに，これ明治大学での話ですけれど，図形を描かせましょう
なんて関数をあたえて描いてもらったところ，それじゃ物足りなくて，なんかフラクタルの図形を
かきましたとか，カウスパとかかいてきましたとか，非常に優秀な学生も出てきました．で，大体
7章ぐらいまでは済んでいます．こんな感じでコンピュータ概論の方はやらせていただいています．
　それから，法政大学の方なんですが，ちょっと紹介をさせて下さい．法政大学もキャンパスが3
ケ所にありまして，市ケ谷地区これが本校地区といっている所ですけれども，私所属しているのは
多摩地区，それから小金井地区，で，市ケ谷地区には経営学部，文学部，法学部があります．それ
から多摩地区には社会学部，経済学部，工学部の一年生が別な建物で勉強しております．それから
計算センターとして中心なんですが，小金井の方は工学部がメインです．それで，やはりいろんな
ところに実習室を持ってまして，たしか小金井の方は大きい教室が二部屋，それから市ケ谷のほう
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は40人ぐらいの教室が二部屋，多摩地区の方は新しく後から作りましたので，ちょっと場所を広く
もらいまして，経済学部で教室を一っ，それから社会学部と共同で使える部屋を二部屋と，そうい
う実習環境になっております．それで，先程もお話にでたんですけれども，実は明治大学さんの方
ではコンピュータ概論は一般教養の位置付けになると思うんですが，わたしどものほうでは一般教
養科目ではありません．専門科目の位置付けです．専門科目といっても，選択必修型の専門科目と
して位置付けております．いまある情報関係の科目というのは，やっぱり古いんで，情報処理論，
処理という名前が入ってますけれども，情報処理概論というのが，二単位で半期でこれがベーシッ
クに関しての実習授業となってます．ただしこの二単位はっくんですけれども，この情報処理概論
に関しては，まったくの初心者向けでして，これは卒業単位としては認めないと，そういう位置付
けになっております．それから選択型の必修科目なんですけれども，情報処理論（一）というとこ
ろで，これはパソコンを使っているんですけれども，MSフォートラン，フォートランの言語です
ね，それから統計計算の基礎までを教えています．情報処理論（二）の方はコボル言語を中心とし
たファイル処理ですね．それから情報処理論（三）というのは，これ実は今年度休講になってまし
て，担当者が今いないもんですから，目標としてはデーターベース利用などに関する講義と書いて
あるんですが，これを大型計算器を使って開講したいなという考えがあります．ここまでは選択型
の専門科目の位置付けでやっているんですが，その上にですね，情報文化論というのがあるんです
けれども，こういう講義の科目，まったくお話だけの授業ですね，これが教養科目として一科目だ
け入っています．これ，今年度たまたま休講ですけれども，来年度は開講の予定です．外部から先
生を三人呼びまして，三人でローテーションで講義をやっていくと，こちらがどちらかというと，
情報処理ではなくて，情報学の部類に入るとは思います．
　これは多摩の計算センターですが，教室には40台パソコンが置いてある構成になっております．
これ明治大学さんとまったく一緒だと思うんですけれども，パソコンニ台の間にディスプレイ，モ
ニター画面が一っと，それからプリンターが二人に一台と．ここはちなみにFMRが40台の部屋
です．教室の他にニケ所，カフェテリアというのがありまして，学生が空いてる時間に自由に使え
る部屋もあります．それから，これはあんまり言いたくないんですが，文科系の情報関係の教育と
なると，お金がだいぶかかってしまうんですね．学生さんのほうから工学部のように実験実習費を
取ってませんので，これはやってるところは多いと思うんですが，情報処理関係の科目の履修者は，
実験実習費として一万八千円，これちょっと高いと思うんですが，このお金を取ってます．中には
勘違いする学生がいて，「一一万八千円払えば単位がもらえるのか」そういうずうずうしいのもいま
すけど，それとは関係無いと，こういうふうに言っています．
　それから，ソフトの方なんですが言語の方を基本的に中心に，学部での教育はやっているんです
けれども，経済学部の隣の社会学部の方で，アプリケーションを使った教育などもやってます．ど
ちらかというと，同じ多摩地区でもボクは経済学部は言語関係が中心に，隣の社会学部はアプリケー
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ションソフト中心にやってるかなと，そういうふうに学内でもいろいろバタバタと分かれてきてま
す．それで，利用できるソフトですが，ワープロとして「一太郎」，それから表計算ソフトは「マ
ルチプラン」と「ロータス」それから，グラフソフトは「MSチャート」と「マイクロソフトチャー
ト」．それから，言語ソフトは日本語ベーシックと「MSフォートラン」と「PCフォートラン」「P
Cコーパル」．それから実際に今年も一っ追加したんですけれども，「レベルHコボル」というパソ
コン用のコボル言語ですが，それも入れてます．それから，いろいろ統計計算用とか，情報処理技
術者試験を受けたいという学生がたまにいるんですが，その人達のために「CAIソフト」それも買っ
て，自由に使えるようになっています．一般教養科目の中で，ワープロとか表計算のソフトを，もっ
と教えるべきだという意見もあることはあるんですが，一応ウチでは地区に計算センターが個別に
ありますので，その計算センターで，年度の始あに講習会というのをやっております．その講習会
になるべく参加してワープロとか表計算のソフトですね，それは早めに勉強してくださいよと，そ
ういうような宣伝もやっています．ちょっととりとめもなくなってしまったんですが，以上で終わ
ります．
●加　納
　東京水産大学の加納でございます．昨年度から生田地区におきまして，農学部の学生にコンピュー
タ概論を非常勤で担当させていただいております．まず，バックグラウンドでありますが，わたし
がコンピュータとどういう付き合い方をしてきたかということで，いままで大体約30年ぐらい付き
合っておりますけど，最初わたしがコンピュータと付き合った時は，バイナリーで付き合わざるを
えなかったんです．アドレスもデータも計算のコードもすべてバイナリーで書き込んでやって，こ
んなことなんでやらなきゃいけないと思ったことを覚えております．それでしばらくすると，「フォー
トランH」がでてきて，それからfフォートランIV」になってきて，最近では「フォートラン77」
でありますけど，そういうふうにバイナリーとか，あるいはセムラーのようなコードで最初プログ
ラムを作ってたんでありますが，その当時は非常に煩雑でやっかいだったんですけれども，いまに
なって考えてみますと，そのおかげで内部でどういう処理がされてるかとかですね，情報の流れが
どうなるかってことが，まあ，わかりやすいといいますか，最初からフォートランなり，あるいは
ベーシックなりをやりますと，式でかいた通り計算してくれるということで終わるんでしょうけれ
ども，それをやったおかげで，なんとなくデータの流れとかですね，プログラムの構成が分かりや
すくなったような気がいたします．現在では，私，農学部なもんですから数値計算とか，あるいは
実験データの収録処理，それから結果を図にする，表にする．あるいはリモートセンシングのデー
タを加工するとかですね，それから，私の専門は水利学でして，水利実験の装置をコンピュータを
使って制御する，あるいは水利流用の制御をするのに使っております．それで，農学部にはいろん
な学生がおりますけれども，とりあえずですね，コンピュータをやる上で，どういうことができる
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のかという話のたとえとして，実社会あるいは身近なところでどのようにコンピュータが動いてい
るかということは，まず，コンピュータというのは物理的な状態がある状態にあるのかないのかと
いうことがデータになるということを学生に話しております．それでそのデータをどのように演算
をするかということ，まあこれはあんまり人気が無かったんですが，その計算するたあにどうゆう
回路を組むかというところ，それからそういうふうなところで，電卓，ポケコン，ファミコン，パ
ソコン，スパコンと，いろんなコンピュータの種類があるんですけれども，それぞれどういう能力
を持って，どういうようなことに使われるかということ，しかし原理的には一緒なんだということ，
それぞれ概論としてコンピュータの内容に関して話をすすめております．
　私のやっておりますコンピュータ概論というのは，フォートランでやれということと，それから
専門科目で役に立っ，っまり，専門の学問の習得，技術の発展に役に立つようにできたらやってほ
しいということを農学部の先生方との話し合いの中で合意を得ましたので，そういうところに重点
をおいてやっております．ただ，一っ困ったことは農学部の中には，農業工学のような工学部のよ
うな学科から，農業経済のような経済学部のような専門に進むところがあって，人によっては専門
の基礎の科目でありますけれども，高校2年生で数学やってそれ以後全然やっていないという学生
もおりまして，それが非常に困るんであります．熱心な学生は熱心なんですけれども，あきらめる
のが早い学生もこの頃は多くなってきまして，ちょっと困っております．一応私は既成の本は使わ
ずに，マニュアルとかテキスト等を参考にして，100ページ程度のフォートランの説明書を作って
おりますけれども，それも全員に万遍無く解ってもらうというのは無理なんで，何年かかけて回転
していかなきゃダメなんじゃないかなっていう気はしております．それで実習でありますけれども，
プログラムを作る，あるいは完成するというのはプログラムをかいて，打ち込むだけではなしに，
その後，実行させたときにどういう間違いがあって，どう直せばいいかということが一番大事なこ
とであります．実際にプログラムを実行させてみても，一度で正しい結果が出てくるということは
絶対といっていいほどありえないわけで，その直し方をどのようにするかということ，これが一番
大事なことだと思、います。さきほどフォートランのマニュアル作ったといいましたけれども，実は
一っ困ったことがありまして，授業は真面目に出てきていっも真ん中で聴いておるんですけれども，
演習をやらせますと説明は聞くんだけれども，先生の言うことがさっぱりわからんと，そういうこ
とを言ってくる学生がおって，まあ，人の3倍か4倍くらい時間かけて説明すると解ってくれるん
ですけれども，そういうことで，特訓をやっても非常にこちらの時間もくいますので，来年はひょっ
とするとフォートランのマニュアルの他に，コンピュータ概論用の明治のVP2200のMSPを使え
るような，あるいは問題の解決に役立っような用語集を作らなきゃならないという気がいたします．
　これから先，何年間か担当させていただく間によりよい教育，講義実習のシステムを考えていき
たいと思います．以上です．
100
●阪　井
　私は実は情報教育と声を大にしていろいろ言っている割にはなかなか自分でもよくわかりません．
ここ何年か私がやってきた内容をそのまま皆さんにお見せしてご批判を仰こうかと思って参りまし
た．私は6年前から明治大学の情報教育にかかわってるんですけど，その当時とだいぶ教育内容が変
わってしまって，で，どれがいいのかまだわからないっていう感じです．ただ最近ちょっとこれは
おもしろそうだなというのが，ブラックボックスの解析ということです．つまり世の中，最近中身
をよく知らないで使ってるわけですね，コンピュータに限らず自動車だとか，電話だって原理をちゃ
んと知っている人は何人いるか．ところが，最近電子レンジなんかありますけど，電子レンジの原
理は知らなくても，電子レンジの中に猫を入れて乾かそうという人は，まずほとんどいないでしょ
う．というのは，ある意味である種の荒っぽいモデルを本人がお持ちなんですね．それで判断され
てる．最初は訳わかんないけどいろいろ使っているうちに，「ははあ～ん，自分にとってはこれは
こういうもんじゃないか」と，そういうのを，要は最初はブラックボックスだと，そのブラックボッ
クスをどういうふうにして，自分なりに納得してモデル化するか，それをコンピュータを通してやっ
たらいいんじゃないかなと，これが最近の私の考えです．
　最初に私がコンピュータ概論でどんなことをやってきたかというのをお話しますと，最初にあれ
もできるこれもできるというのをバッと見せてしまいます．たとえば文字処理関係では標準語のファ
イルを大阪弁に変換するというのがありまして，ニフティあたりのパソコン通信で随分有名だった
ソフトなんですけど，非常に簡単な原理なんですが，そういうので遊ばせると結構ウケる．2番目
は，3次元動画というわけで，ロゴっていう言語ありますけど，あれ3次元版に直したのがありま
して，それもやっぱりニフティで手に入ります．そういうのを見せると，線画なんですけど，かな
りリアルなスピードで動く，それのサンプルにはどっかの女子短大の学生が作ったプログラムが入っ
てて結構おもしろいです．3番目は音楽，前は確かにグラフィックスでかなり学生がウケたのです
が，最近ウケない．しかし音楽はまだウケるんですね．それで音楽といっても，なんせベーシック
N88ですから，しょ一がないんで，ベーシックだけでビーホーンで音楽を鳴らすというやっを作っ
て，それで学生にデータファイルのマニュアルを与えて作らせるというのを，最初のタイピングの
時にいきなり課題を与えてやらせたりしたことがあり．ます．それからパソコン通信，実際にパソコ
ン通信なんかでこんなこともできるという，メールも出せるし，ファックスだってうてるし，外国
ともやりとりできるし，あるいは英語の宿題があったら日本語に翻訳してくれるよ，というデモン
ストレーションやってみせたり，とにかくいろんなことができるんだということを知ってもらう．
　それから情報社会に，そういうコンピュータで一体じゃあ世の中どうなっているのかという話を
やらざるをえんだろうというわけで，情報社会論というほどのこともないんですが，3っぐらいの
ポイントでとりあえずトピックス的に話してます．1つ目のポイントは情報がいままで独占されて
いたものが，独占できなくなってくる，それは権威，権力までかかわってくる問題で，社会的にパ
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ワーグラフが変わってくるという話ではありますが，そういう話を紹介します．2番目に国際社会
において実際に情報というものが具体的にどういうふうに影響したかとか，ここで情報がどういう
役割だったか，最近かなり具体的な例がでてきてますんで，ソビエト連邦の崩壊から，天安門事件
から湾岸戦争から，そういうもの全部，情報の観点からいろいろと話をしてみると．それから3番
目に，まあ結局情報の世界というのが技術の急激な進歩というもので，もろにその影響を被ってい
るものですから，そこで最終的には情報倫理の問題にならざるをえんのだ，ということを話しては
いるわけです．ほっときますと学生が勝手にコピーしてしまうんで，コピーしちゃいかんよなんて
書いてありますけれども，それだけじゃなかなかダメで，そこで最近は知的所有権というのを取り
入れることにしまして，わたしはちょっと変わっているんで，計算機の歴史で，最初誰がコンピュー
タ作ったんだろうという話から，特許の話をからめて言いまして，エヌヤックとアタナソフのAB
Cマシーンどっちが古いんだという論争がありまして，それを紹介しながら，実はこの二人のア
プローチが特許という形でまるきり違っていたということを話したり，それから一気に特許の話か
ら，最近の特許の話に飛びまして毎日ビデオ見せながら，昨年今年あたりからセガがやってる特許
紛争ですね，もう結論は出ましたが，で，これやりますとビデオもありますし，実際にゲームとし
て皆が知ってることですから，比較的真剣に聞いてくれるような気がします．それからマルチメディ
アとヒューマンインターフェイスという話で，最近のこういった話題とくに人工現実という問題
にっいてこれから先程の計算結果をリアルに見せるという意味から大事なテクノロジーだろうとお
もいます．それからコンピュータの問題点をいくつか，まあ，ネットワークの問題点だけじゃなく
て，可能性ということも含まれるわけですが，これはビデオで「ウォーゲーム」というのを見せて
おります．これは昨年ご発表いただいた影井先生が学生に見せておりまして，これは非常にいいも
のを見せてるなと，私も是非それを見せようということで見せるようになりました．毎年見てるん
ですけど，何回見ても飽きないですね．なかなかよくできた映画で大変おもしろいです．それから
コンピュータウイルスというのがネットワークにからんで当然問題になってきます．その感染の実
態ですね，そういった話，私感染したことございまして．その時の話ですとか，感染した時のファ
イルなんか見せて，あとはそうなると当然法的な規制と情報倫理という問題にいかざるをえないわ
けでありまして，あきらかに法的な規制というのは時間がかかりすぎて問題の解決には情報化社会
にはあんまり役に立ちそうにないっていうわけで，情報倫理が重要だという話をしています．
　そんな話をえんえんとやってますと，昔は何年かこんな話はやってなかったんですから，前期ほ
とんどっぶれちゃったりするわけですね，そうすると言語やってる時間が無い，私はもともと言語
は本当に必要なのかなっていう，ちょっと懐疑的でして，言語をむしろ全然使わないで，一回情報
教育の授業をやってみたいという無謀な考えも持っております．まだそこまではいっておりません
が．要は一番共通的に大事な，一般教養としての情報教育っていうのは，絶対あるはずだと思うん
ですが，その1っが問題解決という観点から見て，いろいろ適用できるとこがあるんじゃないかと
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いうわけで，それでそういう観点からコンピュータやソフトの話を見直してみますと，まあ，コン
ピュータソフトっていうのは間違いだらけじゃないかと，実際に間違いだらけなんですね．全くバ
グの無いソフトというのは世の中におそらく存在しえない，まあ，10行くらいのプログラムならあ
るんでしょうけどね，ちょっと大きくなるとありえない，なんでそういうことになるのか，これは
私のソフトハウスの経験ですが，その時にそこの現場で働いてたサポートする女性の方が言ってい
たのが非常に印象的なんですね，皆日夜遅くまで仕事したりして一生懸命になって，能力をフルに
しぼってもなかなかバグが取れないで苦労してる．なんで最初からちゃんと作らないのよ，と言う
んですね，なるほど，ちゃんと作れるというふうに思う，ちゃんと作らないから間違いが出る，と
ころが考えてみるとそんなことじゃなくて，もう実に簡単に人間の能力を超えてしまうというのが
簡単にわかるんですね，ベーシックの言語というのは200ぐらいですが，まったくランダムに何回
取り出してもいいというふうにして，10行のプログラムを作ると，たった10行の中に実は宇宙が入っ
ている，なんでかっていうと200の10乗ですね，そうすると10の22乗ぐらいになっちゃう，そうす
ると大体宇宙の中にある星，銀河が宇宙の中にどれぐらいあるかどいうと，一千億ある．で，その
1っの銀河の中に星がいくっあるかというと，また一千億ですから，ようするに宇宙全体にある星
の数ですね，それがちょうど10の22乗ぐらい，だからその10行ぐらいのプログラムの中に宇宙が入っ
ている．そういうものが人間扱えるわけがないわけですね．今の話は相当楽に話してるけど，簡単
に人間の能力を簡単に突破するような組み合わせの数があるんだと，機械はそれを正確に把握する
わけですが，人間の場合には当然それはできません．そうすると人間と機械のギャップを考えざる
をえなくなる．よくいわれるのは，これは心理学あたりでチャンクの話にもからんで出て来ますが，
マジッグナンバーといわれるもので，一度に独立にものを扱えるのはせいぜい7っぐらいだという
話があります．聖徳太子が7人の人から別々に話しを聞いて処理したという話がありますが，あれ
が人間の限界なんですね．それを超えることは多分できないだろうと，そういうことから，物を作
る時にどうアプローチがあるか，多分2っアプローチがある．大雑把にいいますと，トップナーア
プローチとボトムナーアプローチという2っのアプローチがある．この2っの見方をよくよく考え
てみますと，ほとんどのひとがボトムアップをやってる場合が非常に多いように思うんですよね．
トップナーをうまくやる人っていうのは非常に珍しい．トップナーというのはオリジナル文書を作
成する，こういう時はトップナーでやらざるをえないとかですね，新しい企画を一から作る時とい
うのは，これはトップナーでないとうまくいかない．あたらしいものを作ろうという意気込みでみ
んな集まって相談して，みんなの意見を調整していたら古いものしかできないと，これはまあ当た
り前のことですけど．既存のものが十分に生かせる，そういうものにはボトムアップというのが最
適なわけです．お互いメリット，デメリットがはっきりある，こういうことをやっぱり学生のとき
からむしろ知るべきではないかと，いま解決しようとしている問題がどちらに向いているかという
を，ちゃんと見極められるように教えなきゃいけないんじゃないかと思っています．それで最後に
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ブラックボックスの話になるわけですが，これはプログラムやるときに，これを利用してるわけで
すが，要するに最初は何を入れると何が出るか，それがブラックボックスなわけですから，何を入
れたらどういう結果がでるか，それをまず経験してもらうと．1っには音楽演奏でもかまいません．
楽譜のファイルを入れてそれでやらせると．今年試みたのが大阪弁の翻訳機を入れてそれでやらせ
てみた，これはどういうものかといいますと，変換前の文章を辞書を使って変換するわけですね．
例えば，こういうのです．　「ありかどうございました」が「おおきに」，　「あなた」は「あんさん」
になる．こうやって数百あるんですが，これを使って変換してやりますと，こういうことになる．
アルゴリズム：「理屈，設定された問題を解決するための一連の命令，せやなかったら処理手順の
ことでサンプルと訳されるちゅうわけや，手続き的なものがぜ一んぶこの能書きをもとにしている」
というふうなこういう書き方にされるわけですね．これは同じプログラムで辞書だけ変えれば全く
違う結果が出てくるわけです．こういうのでさんざん遊ばせた後に，これ一体どうやってできてい
るんだろうねと，ちょっと考えてみようよ，ていうわけです．具体的にはこの時点で語句を置換し
ているんだね，その時にファイル読み込んで，語句の変換してるんだと．じゃ語句を置換している
んだねといったら後は，じゃ次にその中をもう一段詳しく見て見ようじゃないかという，その時の
見方を教えます．まず入力それから処理，それから出方，そういう3つぐらいから分けていこうじゃ
ないかというわけで，こうやって分かれます．ここまでやって，トップナーのアプローチっていう
のは実はこれをまた分解して，やっていくわけですね．ダーッと設計してみましょうというのがトッ
プナー．なかなかトップナーうまくいかないですね．それで私はこの段階でいきなりですね，プロ
トタイピング的な考えで，あの箱になったとたんにベーシックにおとせるような，そのルール教え
ちゃいます．ベーシック流でポンと書いてもらいます．スケルトンですね，こんな感じになります．
何にもしません．　「ゴーサブ」，　「行け」と，で来ます．来ると「戻れ」ですね．また「行け」で
すね，　「戻れ」ですね，これだけで終わっちゃいます．しかしながら，あのプログラムの構造とう
のが見事にこの中に入っているわけです．後はこれでやらせますと，エラーがでるんですね．シン
タックスエラーとか，何もいわないはずのプログラムが実に様々なエラーを出します．直しても直
してもなかなか止まらない人もいれば，一発で動く人もいる．これを一回やっときますと，実はこ
の時点で枠取りしておけば後は実行分をどんどん充実していくだけで，考えた仮説がその場でチェッ
クできて，すぐ結果が出ると．だから一気に設計終わってからプログラムなんかやりますと，打ち
込むのは間違えるは，いろんなミスはするはで，もう目もあてられなくなりますけど，こうやって
いきますと，かなり大きなプログラムでも，そんなに負担がなく組めてしまうというメリットがあ
ります．まあ，こういうわけでこういうふうにしてブラックボックスだと思ってたのを少しずっ解
析しながら，ワンステップ，ワンステップ実行させてはチェックし，でまた考えさせるということ
で少しずつやっております．最終的には全くの自分で提案したプログラムを作るというふうなこと
を目指しているんですが，ここ一年程できていないんですね．他のことをやってますと時間が無く
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なってしまいまして，前にやらせた時には，ものすごいもの作ってきますね．例えば百人一首の坊
主めくりですねt坊主めくりですから，いろんなきれいな絵がでてこなきゃいけない．それを全部
なんとベーシックでかいてくるとかですね，膨大なリストになります．当然64Kのベーシックの
壁をやぶってしまいます．猛烈なプログラムをかいてきた例が2っほどありました．それとか，非
常にアイデアが豊富なものですとか，残念ながらいまN88べ一シックしか使ってませんのでいろ
いろと制約があって，まあ，技術的にはちょっとコード的にかけるような，いくぶん制約もうけて，
それも無理やりコード的にかかせるような工夫したりとかしてるんですが，是非ともベーシック教
えるのはやあたいというのが私の率直な意見でございます．
